
授業改善プラン様式３       学校番号（中２１）    学校名（練馬区立石神井西中学校）  

 

29 年度指導方法の課題分析と具体的な改善策及び補充指導などの計画 教科 国語  

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展指導計画 

１ 

 

 

 

年 

 

・小学校段階での言語事項（漢

字・語彙・文法等）が定着し

ていない生徒が見られる。 

 

・文章を読解することはできる

が、それを元に自己の考えを

整理して、書いたり、話した

りすることが苦手な生徒が

見られる。 

 

 

・書くことに対して抵抗のある

生徒が見られる。 

 

・漢字・語彙に関しては、こま

めに指導を行い、チェックし

ていく。 

 

・どのように考えをまとめるか

の筋道をその都度示す。ま

た、グループ学習等を行い、

他の人の考えを聞くと共に

まとめ方発表の仕方を学べ

るようにする。 

 

・「何を」「どのように」書くの

かという視点をはっきりさ

せて指導する。 

 

・適宜、状況を把握し、適切な

助言を行う。 

 

・課題をチェックすることで状

況を常に把握し、必要に応じ

て、補充的学習を行う。また、

必要に応じて、教科書の発展

的課題に取り組む。 

 

・長期休業中に言語事項に関し

て、補充的学習の機会を設け

る。 

 

２ 

 

 

 

年 

 

・言語事項（漢字・語彙・文法）

の学習において、家庭学習習

慣が身についておらず、知識

が定着していない生徒が見

られる。 

 

・話すこと・聞くことの学習に

於いて、特に聞く（メモをと

りながら聞いたり、質問をし

たりする）技能について個人

差が見られる。 

 

・文章の構成や展開を意識した

作文を書くことに個人差が

見られる。 

 

・学習の仕方について適宜指

導、助言を行い、宿題の点検

をこまめに行う。 

 

 

 

・聞くときの姿勢や状態作りか

ら始まり、授業ノートにもメ

モ蘭を設けることで日常的

に積極的な聞き手としての

技能を身に付けさせる。 

 

・構成の例を示し、目的や書き

方をはっきりと指導する。 

 

・適宜、状況を把握し、適切な

助言を行う。 

 

・小テストや復習課題をチェッ

クすることで状況を常に把

握し、必要に応じて、補充的

学習を行う。また、必要に応

じて、教科書の発展的課題に

取り組む。 

 

・長期休業中に言語事項に関し

て、補充的学習の機会を設け

る。 

 

 

 

３ 

 

 

 

年 

 

・言語事項（漢字・語彙・文法）

の学習において、家庭学習習

慣が身についておらず、知識

が定着していない生徒が見

られる。 

 

・書くことに対してやや苦手意

識を持った生徒がいる。 

 

 

 

 

・文章を読解することはできる

が、それを元に自己の考えを整

理して、書いたり、話したりす

ることが苦手な生徒が見られ

る。 

 

 

・漢字・語彙に関しては、こま

めに指導を行い、チェックして

いく。 

 

 

 

・字数にこだわらず、自分の意

見や感想を書く機会を適宜

設ける。柱を立てて文章展開

をする、意見文を書くことに

挑戦させる。 

 

・どのように考えをまとめるか

の筋道をその都度示す。また、

グループ学習等を行い、他の人

の考えを聞くと共にまとめ方

発表の仕方を学べるようにす

る。 

 

・適宜、状況を把握し、適切な

助言を行う。 

 

・小テストや課題をチェックす

ることで状況を常に把握し、

必要に応じて、補充的学習を

行う。また、必要に応じて、

教科書の発展的課題に問い

組む。 

 

・長期休業中に言語事項に関し

て、補充的学習の機会を設け

る。 

 



 


